		魚心 (うおごころ)あれば



			嘘 (うそ)も



	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




		うどの




		水心 (みずごころ)



		方便 (ほうべん)



		大木 (たいぼく)




		鬼 (おに)の目 (め)にも



		蛙 (かえる)の面 (つら)に



		亀 (かめ)の甲 (こう)より




		涙 (なみだ)



		水 (みず)



		年 (とし)の劫 (こう)




		枯 (か)れ木 (き)も



		雉 (きじ)も鳴 (な)かずば



		窮 (きゅう)すれば




		山 (やま)のにぎわい



		うたれまい



		通 (つう)ず




		腐 (くさ)っても



		口 (くち)は



		芸 (げい)は




		鯛 (たい)



		禍 (わざわい)の門 (もん)



		身 (み)を助 (たす)ける




		怪我 (けが)の



		転 (ころ)ばぬ



		紺屋 (こうや)の




		功名 (こうみょう)



		先 (さき)の杖 (つえ)



		白 (しろ)袴 (ばかま)




		釈迦 (しゃか)に



		過 (す)ぎたるは



		千里 (せんり)の道 (みち)も




		説法 (せっぽう)



		なお及 (およ)ばざるが如 (ごと)し



		一歩 (いっぽ)から




		損 (そん)して



		大山 (たいざん)鳴動 (めいどう)して



		大 (だい)は




		得 (とく)取 (と)る



		鼠 (ねずみ)一匹 (いっぴき)



		小 (しょう)を兼 (か)ねる




		宝 (たから)の



		蓼 (たで)食う (くう)虫 (むし)も



		釣 (つ)り落 (お)とした




		持 (も)ち腐 (ぐさ)れ



		好 (す)き好 (ず)き



		魚 (さかな)は大 (おお)きい




		鶴 (つる)の



		灯台 (とうだい)



		遠く (とおく)の親類 (しんるい)より




		一声 (ひとこえ)



		下 (もと)暗 (くら)し



		近 (ちか)く (く)の他 (た)人 (にん)




		隣 (となり)の花 (はな)は



		虎 (とら)の威 (い)を借 (か)る



		なくて




		赤 (あか)い (い)



		狐 (きつね)



		七癖 (ななくせ)




		情 (なさ)けは



		習 (なら)うより



		二階 (にかい)から




		人 (ひと)のためならず



		慣 (な)れろ



		目薬 (めぐすり)




		憎 (にく)まれっ子 (こ)



		二度 (にど)あることは



		二兎 (にと)を追 (お)う者 (もの)は




		世 (よ)にはばかる



		三度 (さんど)ある



		一 (いっ)兎 (と)をも得 (え)ず




		喉 (のど)もと過 (す)ぎれば



		暖簾 (のれん)に



		花 (はな)より




		熱 (あつ)さを忘 (わす)れる



		腕押 (うでお)し



		団子 (だんご)




		人 (ひと)の噂 (うわさ)も



		人 (ひと)のふり見 (み)て



		火 (ひ)に




		七十五日 (しちじゅうごにち)



		わがふり直 (なお)せ



		油 (あぶら)を注 (そそ)ぐ




		火 (ひ)のない所 (ところ)に



		百聞 (ひゃくぶん)は



		豚 (ぶた)に




		煙 (けむり)は立 (た)たぬ



		一見 (いっけん)にしかず



		真珠 (しんじゅ)




		下手 (へた)な鉄砲 (てっぽう)も



		蛇 (へび)に見 (み)こまれた



		仏 (ほとけ)つくって




		数 (かず)うてば当 (あ)たる



		蛙 (かえる)



		魂 (たましい)入 (い)れず




		待 (ま)てば海 (かい)路 (ろ)の



		ミイラ取 (と)りが



		三つ子 (ご)の魂 (たましい)




		日和 (ひより)あり



		ミイラになる



		百 (ひゃく)まで




		無理 (むり)が通 (とお)れば



		門前 (もんぜん)の小僧 (こぞう)



		




		道 (どう)理 (り)引 (ひ)っこむ



		習 (なら)わぬ経 (きょう)を読 (よ)む



		






